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先進⾎液病態学講座

⼩松則夫

開設の⽬的・概要　等
本講座の代表者である⼩松を中⼼とする研究グループは、2010年より10年以上もの歳⽉をかけて⽇本全国より⾻髄増殖性腫瘍（MPN）の臨床検体と，それに紐づく臨床情報を収集してきた。これに加え，MPNの発症メカニズムを明らかにした世界をリードする基礎研究成果(Blood 2016, Leukemia 2019,
Leukemia 2020など)、MPN診療に必要な遺伝⼦検査⼿法の開発や遺伝⼦マーカーの同定（Cancer Sci 2020, PLoS One 2014, Leuk Res 2011など）により明らかとなった遺伝⼦変異情報を統合し、世界最⼤規模のMPNデータベースを構築してきた。本講座は，このデータベースの情報をさらに拡充させるととも
に，これを最⼤限活⽤したMPNに対する薬剤の治療効果の検討，治療戦略の開発を⽬的として設置された。



区分 番号 ー 全著者名,論⽂名,掲載誌名, 掲載年︔巻（号）︓ページ番号 ,DOI DOI 国際共同

和⽂総説 1 ⼩松則夫, ⾎液症候群(3), ⽇本臨牀, 2024; 領域別症候群シリーズ(29): 20-26 ー

和⽂総説 2 ⼩松則夫, ⾎液症候群(3), ⽇本臨牀, 2024; 領域別症候群シリーズ(29): 58-62 ー

区分 番号 ー 全著者名,書籍名,出版社名, 出版年, ページ番号等 DOI 国際共同

和⽂著書 1 ⼩松則夫, 疾病の回復を促進する薬, 放送⼤学, 2024; 210-248

和⽂著書 2 ⼩松則夫, Pocket Drugs, 医学書院, 2024; 477-479

区分 番号 ー 発表者名,発表タイトル（題⽬・演題・課題等）,学会名,場所,発表年⽉⽇等 DOI 国際共同

国内学会発表 1 鈴⽊⾏⼈, 渡邊直紀, ⿃居暁, 越智清純, ⼭⽥和宏, 河村踊⼦, 清⽔重⾂, ⼩松則夫, 安藤美樹, 髙久智⽣, 慢性⾻髄性⽩⾎病細胞における⼈⼯知能駆動型フローサイトメトリーで検出可能なミトコンドリアの形態学的変化機序の解明, 第34回⽇本サイトメトリー学会学術
集会, オンライン開催, 2024年7⽉6⽇.

国内学会発表 2
K Kirito ，Y Sugimoto，A Gotoh，K Takenaka，M Ichii，T Inano，S Shirane，M Ito，O Zagrijtschuk，A Qin，H Kawase，T Sato，N Komatsu，K Shimoda. Long-term treatment with ropeginterferon alfa-2b for Japanese patients
with polycythemia vera. 第86回⽇本⾎液学会学術集会, 京都, 10⽉12⽇

国内学会発表 3 N Sekimoto，H Ota，M Mori，S Morishita，T Inano，N Komatsu. Development of CREB3L1 testing method for the diagnosis of myeloproliferative neoplasms. 第86回⽇本⾎液学会学術集会, 京都, 10⽉13⽇

区分 番号 ー 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 DOI 国際共同

特別講演・
招待講演 1 ⼩松則夫, 貧⾎関連, 東京内科医会, 東京, 2024年2⽉18⽇


